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Ⅰ．研究の概要 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

主題設定の理由 

社会的背景から   ・・・遊びが多様化して、地域や家庭での運動習慣が少なくなってきた現代、小学校体

育の中で運動が好きだと感じさせることが求められる。学習指導要領において、生

涯にわたる豊かなスポーツライフを実現するために、育成すべき資質・能力の三つ

の柱をバランスよく育むことが求められている。 
子どもたちの現状から・・・全国体力・運動能力調査の結果によると、運動する児童としない児童の二極化傾向

が引き続き見られている。 
前年度までの研究から・・・他者と協働しながら解決したり、思いや考えを基に創造したりする「学び合い」を

設定したことで、課題の解決方法を探求することにつながった。 

目指す子ども像 

・「わかる・できる」「かかわる」子ども 
・お互いにかかわり合いながら遊びを工夫できる子ども 

研究内容１ 

「わかる・できる」「かかわる」ために、

どのような場面が有効かを考えた授業作り 

研究仮説 

  「わかる・できる」「かかわる」場面を設定することで運動に親しみ、運動好きの子どもを育 
成できるだろう。 

研究主題 

運動好きの子どもを育てる体育授業の実践 
～「わかる・できる」「かかわる」場面を通して～ 

研究内容２ 

勝ったらうれしい、負けても楽しい「ゆる

スポーツ」の紹介  

研究方法 

 １．令和２年、３年、４年の３ヵ年計画とする。 

２．各市町村の研究計画と調整を図り、推進委員研修会において共通理解を深めながら同一課題を持って研究を

進めていく。 

 ３．今年度は、実践を重ねられない場合もあるため、過去の実践記録やコロナ禍でもできる運動をレポートにま

とめる。 

 ４．会員の実践記録を集め、『運動好きにするためのアイディア集』として発行する。 

 ５．役員研修会、推進委員研修会を効果的に配置し、円滑に研究推進を図ることができるように配慮する。 



Ⅱ．実践研究の経過と成果 

１．実践研究の経過 

 （１）研究経過 

   ４月１４日  石教研第一次研究協議会     →  中止 

          第１回推進委員研修会      →  中止 

          第１回役員研修会        →  中止 

   ５月２５日  第２回役員研修会          （石狩教育研修センター） 

   ６月 ５日  第３回役員研修会          （北広島市立東部小学校） 

   ７月 ３日  第４回役員研修会          （北広島市立東部小学校） 

７月３１日  第５回役員研修会       （石狩教育研修センター） 

   

８月     各市町村研究協議会         （各市町村小学校） 

 

   １月     第６回役員研修会 

   ２月     各市町村第三次研究協議会 

   

 

  （２）研究成果    

 今年度は、第２７年次研究一年目にあたる。今年度より『運動好きの子どもを育てる体育授業の実践～「わか

る・できる」「かかわる」場面を通して～』を研究主題とし、「『わかる・できる』『かかわる』ために、どのよう

な場面が有効かを考えた授業作り」、「勝ったらうれしい、負けても楽しい『ゆるスポーツ』の紹介」を研究内容

としてきた。 

しかし今年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、児童同士が密に触れ合うことが予想される

「かかわる」ことについては計画を変更することとした。「『運動好き』の子どもを育てる」ことが研究の柱であ

るため、主に「わかる・できる」ことに着目して実践した。児童の苦手な運動やつまずきの背景を把握・分析を

して、そのための手立てや解決方法を考えた。また、コロナ禍における運動習慣の確立、運動の工夫についても

実践した。 

本研究により、苦手・つまずきの背景を把握したことで、指導方法の改善や焦点化につながることとなった。

さらに、評価規準に具体性を持たせることにもつながり、学習内容に即した評価規準を設定できた。そうするこ

とで、指導者と児童が課題を共有することができ、指導者が児童に「身に付けさせたい力」は何か、児童自身が

どのように運動に取り組んでいけばよいのか、見通しが持てる学習展開へとつなげることができた。 

各市町村のレポートによって、部会員の実践、指導の工夫を広く知ることができた。領域を特定せずに集めた

ことで、多岐にわたる運動についての実践が紹介されることとなった。部会員の実践が集まり、保体部会のみな

らず、体育授業の在り方について石狩管内に広められるレポート集となった。 
 

 

 

 

 



２．専門部会内での交流 

実践レポートの交流 

  【 千歳市 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 恵庭市 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童に身に付けさせたい力が明確であ

り、そのための手立てが整理されてい

ます。ルールも簡単で、すぐに実践で

きそうです。 

・接触が少なく、コロナ禍でも実践でき

る工夫があります。 

・児童の課題を明確にすることによ

り、指導事項が整理されています。 

・児童する際のポイントが明確です。

(keywords)児童と教師が共有できる

ものとなっています。 



【 石狩市 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【 新篠津村 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「恐怖心がある」という器械運動特有

の課題について、用具や場所の工夫を

することで、解決を図っています。 

・スモールステップの課題を与えること

で、児童の「できた」という経験を増

やすことにつなげています。 

 

・「知識・技能の習得」のために、遊び

や準備運動で取り組める動きを紹介し

ています。短時間でも継続して取組む

ことで身に付けることができます。 

・動きと心理面での苦手意識についての

手立てを講じていました。 



【 北広島市 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 江別市 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コロナ禍における運動の工夫例を示

しています。接触しないことを考え

るとともに、運動量が確保できるも

のです。また、児童一人一人に役割

を与えることで、運動好きを増やそ

うとしている実践です。 

 

・「運動好き」にするために、どのよう

なイメージで授業・取組をしていく

かが明確です。 

・育てたい資質・能力を学校・学年で

統一して取り組んでいます。組織的

に取り組んでいる実践です。 



Ⅲ．教育課程研究 

 研究の経過 

今年度は各校で教育課程の再編成を行い、授業の実施方法も工夫している。来年度以降も、より実生活や人とのつ

ながりを重視した教育課程になるよう検証していく。また、学習指導要領に沿って、変更や付加のあった部分につ

いて今後も資料を収集し、吟味していく。 

 

 
Ⅳ．部会研究の成果と課題 

 

【 成 果 】  

 ○研究主題に対して、各市町村で同一の課題を設定して、連携しながら研究を進めていくことができた。 

 ○「運動好きの子どもを育てる」ために、育成すべき資質・能力を明らかにした体育授業の実践を蓄積することが

できた。。 

 ○児童の実態把握に努めたこと(苦手・つまずきの背景)で、技能的な課題やどんな力を身に付けさせたいのかが明確

になった。そのことにより、指導計画の立案や手立てを具体的に考えることができた。 

 ○新型コロナウイルス感染症の影響により、日常の体育授業が制限されてしまったが、児童の達成感を大切にした

実践ができた。特に、「知識・技能」の習得をねらいとした実践や取組が見られた。 

 ○運動習慣を身に付けさせるために、家庭でも実践できる運動事例もレポートによって紹介できた。 

 ○「運動好きにするためのアイディア集」を作成したことで、様々な運動領域の事例を紹介できたとともに、保体

部会員の実践が広く知らせることができた。 

 

 【 課 題 】 

 ○学習指導要領に沿った授業づくりが求められる。体育においても主体的な活動に加え、今年度は取組を控えた

「かかわる」活動も効果的に取り入れた学習展開を考えていくことが必要となる。 
○「運動習慣」を身に付けさせることが、喫緊の課題である。体育の授業だけではなく、学校以外での運動機会を

児童自身が作る手立てが求められている。 
 ○日常の実践を今後も大切にしていき、研究主題の解明に向けて、継続した取組が必要である。 
 

                           （文責  熊坂 元宏） 


